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支那上代の天文學に就いて
能　　田　　忠　　亮
　今日，私どもが學問と呼んでみるものN内，天文學程古い歴史を持って居
るものは外に詣り類がないだらうと思はれるのであります．世界何れの國に
於きましても天文學は，古代に於ける一般文化の重要なる部分を成して居っ
たのでありますから，天文學の獲達の歴史を研究するといふ事は，天文學的
立縞から申しまして興味あるばかりでなく，古代の文化を彷彿せしめるに役
立ち，尚歴史上不定な年代を確定し，東西交通の有無を明かにし，その文明
の淵源を明かにする事が出來る瓢に於いて，頗る意義ある事と思はれるので
あります．
　此の見地に基いて研究された支那上代の天文學は，西洋方面の學者の手に
依ってさへも著述されてるる程で，例へばP色re　Gaubileの著述，　J．一B．　Biot，
Schlegel，　L．　de　Saussureなどの可なり大部の研究や，　Chalmersの小論文など
があります．素より我が日本に於ても，その著述は四，五を以って算へる事
が出來ます．殊に最近二十ケ年にわたって研究を績けて來られた新城理學博
士のし東洋天文學史研究「（京都弘文堂磯行）；こよみと天文（同上）は，後學の
徒の必讃すべき著述であります・之に射して飯島文學博士のL支那古代史論■
（東洋文庫刊行本）lL支那歴法起源考「（東京，岡書院凶行〕も亦吾人の見逃す
ことの出訴來ない傾聴に値するものでありま論う．更に李山（清）理學博士の
支那歴代の暦に浸する解設も大堀結構なものであると思ひます．
　こ」に頗る興味ある問題は，新城，飯島爾博士が全く反封の論を樹て，相
駁論して相降らすといふ歌心にある事で，私は淺學菲才の身を顧みないで，
少しく其の論争の中心黙について，新城博士の意の存する所を述べて見よう
と思ふのであります，新城博士の所論の進展について，飯島博士が墓って大
いに力のあった事はいふ迄もありません．
　乃ち新城博士に從へばL支那上代の天文學は猫自的獲展を途げたものであ
って，西洋方面の影響は，之を認める事が出來なV・・　■といはれるのでありま
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す．之に益して飯島博士はL支那上代の天文學は，アレキサンダー東征の前後
（B．C．330－B．C．300）に，西方から輸入されたものである「といはれるのであり
ます．邸ち支那上代の天文學に聾して，新城博土は猫八磯熱血を持し，飯島
博士は西方輸入説を持して居られるのでありますが，次の話に依りまして，
その大館を知って戴けるかと思ふのであります．先づ飯島博土の論糠は
　第一に，暦法に就きまして，支那の古暦にはメトン法，カリポス法が含ま
れて居るといふにある様であります．大義このメ5ン法と申しますのは何か
と申しますと，（支那では十九年七一の法に相写する）19年に7回の閏月を置
き，その全日藪を6940日となすものでありまして，西紀元前433年にMeton
が稜明したものであると，云はれて居ります・又カリPtス法と申しますのは，
76年を循環期とし，年と月との關係はメbン法と同一でありまして，19年の
全函数を少し減じて6939．75日となすもので，之を4倍すれば日の端激はキレ
イになくなって仕舞ひます．此の方法はCalippusが西紀元年前334年に焚旨
したものであるといふのであります．支那では此の法は四分暦に相記して居
るのであります．ところで新城博土の立面からいひますと，此れ等，メトン
法とかカリボス法に相要するものが，支那の古暦の中に含まれて居るからと
いって，これが西洋から輸入されたものであるといふ事にはならないであり
ます・何となれば，メトン法に相當する十九年七閏の法は，支那では春秋の
中期（B．C・600年頃）には翫に知られて居ったのでありますし，叉カリボス法
に相之する七十六年法が探用されて居る額官暦は，西紀元前360年頃から行は
れて居た事は明白なことであるからであります．叉漢意の晦蝕記事から推算
すれば漢初の七十六年法は西紀元前443年前後に起つたものでなくてはなら
ぬといふ事になるのであります．是に由って是を観ますならば，支那の十九
年心霊法從って七十六年法が画面天文學の輸入であらうと疑ふが如きは，甚
だ謂はれなき寸言であると，新城教授は申されるのであります．成る程支那
に於ける十九年七並の法の稜達が，極めて自然的であった事を思ぴますと，
思ぴ孚ばに過ぎるものがあります．以下私は一寸十九年七閏の法の生れる迄
の推移について，新城教授の論かれるところを述べて見ませう．帥ち一太陽
年の長さも知られておらなかった時代，從って暦法のなかった時代は，丁丁
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周没後叉は日出前の星の現はれ具合を観て，時節の早晩を察し，農事作業の
日程を定めておったものでありませう．これは東西共に同様で，所謂，辰に
よる観象授時の時代であります，こしに辰と申しましたのは，農事暦叉は太陽
暦を作成する爲めに，主として観測の標準にとった星でありまして，埃及で
はシリアス（天狼）であり，バビロンではカペラ（五車二）であったと云はれて
おります．支那では辰は古くは，或は大火（主として駿の民族がこれを辰と
した）であり，或は参伐（三苦地方の民族の辰、であり，或は叉北斗（周の民
族の辰）であったのでありますが，周の初めになりまして，二十八宿法を用
ひる様になってから，日月の交會貼を辰といふ様になり，春秋中期に土圭を
用ぴる様になりまして，太陽の高度を測るに至って，太陽を呼んで辰となす
に至ったものであります．二十八宿法と申しますのは，辰による観即吟時よ
りも更に進歩したものでありまして，月の位置を媒介物として用ぴる方法な
のであbます．帥ち三日月以後に於ける月の位置の攣化を，恒星に卑してよ
く見ぎはめて，其の同じ割合で，逆に二N程則れば，朔即ち日月旧著瓢を求
め得るわけで，此の推歩を便にする爲めに黄道に想うての周天を，大約月の
一一厓s程の見當，又は著しい星象を目印として二十七叉は二十八の不等な部
分に分けたのが二十八宿罪であります・叉土場と申しますのは，新城博士に
從へば，地面に垂直に立てた棒，又は表，叉は脾でありまして，日中にその
捧iの影の長さを測り，其の最長，最短の時期を以って，冬至，夏至のH至と
する檬になり，日（太陽）の事を辰と呼んだのでありませうが，土圭の事は
周禮に見えては居るのでありまして，私の解する限りでは士圭は表に依る日
暮の長さを測るスタイルだと思ふのですが，土圭探用の時代は，恐らく春秋
中期でありませう．上述の二十八宿法によって，一朔望月の長さを知り，土
圭の観測によっては一：太陽年の長さを知るに至って，換言すれば，朔望の太
陰暦と春夏秋冬の太陽暦との利便を，併せ酔ひんとするに至って，十九年七
閨の法が生れて來るといふ事は必然的結論なのであります．
　　　　　　　　　　　　365．24　H　×　19＝6939．75　H
　　　　　　　　　　　　29．53日x　235＝＝　6939．75日
　　　　　　　　　　　　235ク’月　＝一12ケ月×19十7ケ月
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　日の端数を去る爲めに19年を4倍しました七十六年法によりますと，年月
日の關係がIEしく一循環する筈なので，年の始めの基準となる冬至と，月の
始めの基準となる合爵と，日の始めの基準となる夜牛若くは旦と，この三つ
のものS相合致した時を暦元として，此の時から月日を数へ始める事としま
す・すると，1年の12分01は，1朔望月の長さより，約1日ばかり長V・ので，
期節の基準なる月々の中氣は次第に膝直よりをくれ，約32ケ月にて，中氣は
1ケ月程遜れ，中院と中氣との聞に挾まって，中研を有たない朔望月が出島る
事になる．出始を有する月にはその中氣の順にて月山を附し，中砥を有たぬ
月を閏月とするといふのが普通の四分法の大罷であります．左傳文公の元年
（B．C．626年）のところに
　L先王ノ時テ正スヤ，端ヲ始メニ履ミ，正テ中二畢ゲ，蝕テ終二錦ス．端テ
始メニ履メバ，濡雪則チ憲ラズ，正ヲ中二纂グレバ，民ハ則チ惑ハズ，蝕テ
終二蹄スレバ事ノ、則チ惇ラズ．「
とあるのは上述の意味に解すべきものかと思はれるのであります．
　論明が大攣長くなりましたが，以上で論孚窯のas一一は略々御了察が願へた
事と思ぴますので，次の問題に進みませう．
　第二に，飯島博士は，春秋の暦は蝕の週期サロス（Saros）の智識に依って書
き加へられたものである，と云はれるのであります・帥ち世界に誇る支那の
古典春秋に：於ける暦，蝕の日の干支は，サロスの智識によって後世の人が加
筆したものではないかと疑はれるのでありませう．一一wa春秋と申しますのは，
魯の隙公元年（B．C．722年）から重心十四年（B・C・481年ノに至る十二公242年聞
の歴史でありまして，孔子が魯の宮庭文庫の材料によって編述されたもので
あるといはれて居ります．所謂編年艦で，年は魯公の帥位を元年として数へ，
月は正月より十二月までy“，それに春夏秋冬の四時を冠し，日は連拉した六
十干支で記してあります・かくの如き年月日で記してある時日が，現今の暦
に引き當て玉如何なる時日に相醸するかといふ事ほ極めて難問題で，古來未
だ解決を見なかったものであります・次に蝕の週期サロスと申しますのは，
絵程古くから知られて居ったものでありまして，殊にカルデァ人に負ふとこ
ろのもので約18ケ年ばかりであります．飯島博士に依りますと，春秋の記録
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には唯誰某王何年に日蝕があった，とのみあるのに，後世の人がサロスの智
識によって，日の千支を書き入れたといはれるのであります・それだから此
の日蝕の記事が一日喰ひ違って何て居る箇所がある．此の一日違ひはサロス
でやったからで，偶々サロスでやると一日違ひになるのであります．之にっ
きましては，新城博士はその著春秋長暦に於て委しく駁論して居られますが，
それは昭公十七年夏六月の蝕で，これは日のみならす月まで間違ってみるも
のでありまして，新城博士は春秋編述年時に於ける根本史料の間違ひか何か
であったものとして，抹殺してゐられるのであります・兎に角，新城博士の
春秋の暦の研究によりましては，此の242年間の歴史にはL暦法の獲達■と
し改正「といふ二つの重要なる事實を含んでみた事が明かになりましfeのでタ
春秋の日附けの干支が，後世の推算に依って附加されたものであるとV・ふ事
は成り立たないのであります．一理此の日蝕の週期には88ケ月，i35ケ月，358
ケ月などがありますが，此の内サロス週期は223ヶ，月で18年絵りとなります．
ところで135ケ月の週期が太初暦の中に含まれてみるのであります・太初暦は
紀元前104年に生れたものでありまして，太初暦の中に蝕の週期が含まれてみ
る以上，太初暦の作者（郡李）は日蝕の週期を知っておったのでありませう．
而も此の週期は，サロスの週期とは別のものでありますから，少くとも此の
時代迄は，支那の天文學にカルデアの影響はta　V・とVOふ確謹と見てNA　Sので
ありませう，
　以上二つの事柄から，支那の天文學が西方よりの影響を受けてみなV・とV・
ふ事が這々明かになったと思はれるのであります．
　爾古代に於ける支那の天文が猫自的であったといふ例として
　1．西洋方面では周天を分って360度とするのに封して，支那では周天を分
って365度4分度の1とすること・
　2．又西洋方面では週を使用したのに序し支那は60干支を使用しておった事
　3，又星の名は西洋と支那とでは全然そのシステムが違ってみるといふ事
　4、叉五行が支那に入ってから五行説が生れ，此の五行説に基いて十干十二
支が雌蘂たとすれば，その配當の旧事は何を意味するのでありませうかP
　とまれ，目下の庭私をして云はしめるならば・新城教授の研究に依り・支
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那上代の天文學は，猫自軸心展を途げたものと見るのが，安當かと思はれる
のであります．支那の方で，上代の天文學が畿達したその識稼を纒．めて云ひ
ますならば
　1，春秋の日取りが歴法の自然的獲展の軍勢を示してみる事
　2．左傳の中の歳星の記事は西紀元前365年頃の推算に基くものなる事
　3．周初の年代は後から作ったものではない事（武成の記事は當時のもの）
　4．二十八宿怠癖の研究により，大角を含んでみる事は北斗を辰としてkつ
　　　　た事に蹄着せしめ得るといふ事
などを煽げる事が出直ると思ぴます．筒委しくは，その著書につv・て御承知
あらん事を望みます．
　爾，支那上代の天文學が，如何に護達しておったものであったかといふ事
を知るに好適の事實があります．それは星経であります．殊にL石灯星維の
研究■（東洋文庫獲行）でありまして，これは新城教授の示唆によって上田博
士が最近に完成せられました研究でありまして，：大唐開元占経によったので
あります．これは唐の開元年間に僧聚歯肉達が撰したもので，その天文記事か
ら石氏星経を再現したもので紀元前360年頃の観測である事がわかったので
あります．これを西方のアルマゲストに比較すると時代に於いて，2世紀も
先んじてみるのであります．アルマゲストはトレミーの恒星表でありまして，
紀元前2世紀にヒツバルカスが観測したものをまとめて，．紀元後2世紀にト
レミーが，ものしたのであります、尤も石氏星経はその星激に於ては120ケ
の星に過ぎす，トレミーの1020クの星に比べると激に於ては劣ってゐますが，
時代に於いて2世紀も先んじて居ります．私はこの事忌は世界天文學史上特
筆すべき事柄と考へるものであります．
　次に一言しておきたいのは，今後の研究事項であります．支那上代の天文
塾は浪々その根幹が組み立てられたのでありますから，先づ一段落と見倣し，
今後は
　1．感応以後に於ける天文學の序述，
　2．印度日本その他の諸國に於ける天文學の傳播陰面について，
　3．東洋に於ける天文現象の記録にして肇寸寸利用し亡べきものS整理等を
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やらなくてはならぬと思ふのであります・
　以上私は吾が國に於ける支那上代の天文旧史に關する二つの主なる研究と
その論争瓢に就いて述べ，今後研究すべき事項としてその一二に就いて述べ
ましたが，支那上代の天文學に關しては，未だ未だ淺された問題があると思
ふのであります．卸ち支那古代天文學の基礎的概念及び天文用語の文献的研
究などに就いて殊にさうだと思ふのであります．何れに：しても支那歴代の正
統天文學は轄んで民に時を授けるとV・ふ事が最大目的であったので，改歴の
問題に際しては少からずその國の膿面を重んじて居る爲め梢もすると天文の
智識だけでは判断に苦しむといふ事があるといふ様な事柄を忘れてはなりま
せん．乃で私は上述の比較的閑却されて居る部分に關する研究及びその結果
などに就v・て，自分の固随も忘れて，お話して見たv・と思ふのであります，
尤も私は除り筆をとる事は好きでありませんし，時間の絵猴もありませんの
で，暇さへ許せばとv・ふわけで決して毎號書くとv・ふお約束をしたのでもあ
りません，これでそれっきりになってもあしからず御諒察あらん事を．
　Universeの語原　ラテン語では宇宙と云ふことをUniversvmと云ふ・EP
ちunuS・＝　pneとversuS＝＝＝turnとを合したもので“合して一つにした“と云ふ義
である．故に之を解して（1）現存事物の綜合的全鰹とか，（2）吾人の一般的維
験に本質的三三を右するあらゆるもの，帥ち（a）造物圭及び受造物，（b）心験
的及び物質的諸封象（c）或ぱ軍に物質的諸封象（objects），（3）全廿t界，全人類
及び吾人の経験の全封象など」繹するのである・
　宇宙の字原　荘子（ca．350　B．C．1曰く「有實，而無乎虞者，宇也」と帥ち無限
の室間，天地上下四方の義である．叉曰く「法長，而無二三者，二三」とEPち無
限の時間，過去現在二二の流嬉を意味する．後漢書（ca　445　A・D・）に曰く「以
テ雪漢を陵ギ，宇宙ノ外二出ヅ可シ尖」と・即ち宇宙とは時聞室間，上下四方，
過去，現在，未來を一一一記したる二二を総稽するものである・
